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論理的思考・因果関係理解
考える力

②-1

基本的自己肯定感①-2

感情理解・感情調整能力
自己を保つ力

①-1

能力能力カテゴリ#

1. 子どもが自己実現するための基礎能力

• 環境に依存せずに意思決定・学習・資源獲得を行える力の体系的獲得が必要
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• 「なぜそうなるのか」を考える癖
• 短期的快楽と⾧期的結果を区別できる

• 成果が出なくても「存在としての自分」を肯定できる
• 失敗＝自分の否定ではないと理解している

• 自分の感情を言語化できる
• 怒り・不安・悲しみを破壊的でない形で処理できる
• 「感情＝行動」ではないと理解している

能力

• 支援者が常にそばにいない場合、「自分で学び方を設計で
きる能力」が不可欠

• 挑戦を可能にするための心理的安全性が必要

• 親の支援がない子どもは、外部に感情調整を委ねられない
• 感情を制御できない場合、進学・就労・対人関係で致命

的な不利を負う

補足

メタ認知(※)
（自分の理解度を把握する力）②-2 • 分からないことが分かる

• 助けを求めるべきタイミングを判断できる

自己学習スキル③-2

基礎学力の本質的理解

学び続ける力

③-1

• 目標設定 → 分解 → 実行 → 振り返り
• 無料／低コスト資源（図書館、オンライン教材）

の活用

• 読解力（特に⾧文・契約文・説明文）
• 数的感覚（割合・利率・比較）
• 情報リテラシー（真偽・意図の見抜き）

• 環境に依存せずに学び続けるためのノウハウを身に付ける

• 学歴よりも「社会文書を理解できる力」が重要

(次頁へ)

信頼の段階的構築④-2

健全な対人境界（バウンダリー）
人と関わる力

④-1

• 全信頼／不信頼の二択ではない
• 関係は段階的に深めるものだと理解している

• NOと言う権利がある
• 支配・依存・暴力的関係を異常と認識できる

※本資料では、「メタ認知」を、自分の思考・理解・問いの状態を一段上から把握する力と定義する



能力能力カテゴリ#

1. 子どもが自己実現するための基礎能力
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能力 補足

「やりたいこと」は後から見つかるという
理解⑥-2

小さな自己決定経験の積み重ね
未来を描く力

⑥-1

• 今は分からなくてよい、行動と探索の中で形成され
ると知っている

• 選ぶ → 結果を引き受ける → 修正する
• 他人の期待ではなく「自分の意思」で決める経験

• 「夢を持て」と強要されること自体が、傷ついた子どもを追い
詰める場合がある

(前頁より)

自分を壊さずに考え、学び、選び、助けを使いながら生きる力

生活リテラシー⑤-2

マネーリテラシー
生き抜くための
実務能力

⑤-1

• 住居・仕事・公的制度の基本構造
• 行政・福祉・支援制度の存在を「知っている」こと
• 書類提出・期限・証拠保存の重要性

• 収入・支出・貯蓄・借金の違い
• 金利・分割払い・ローンの危険性
• 契約の存在と責任
• 「困窮時ほど悪い条件を掴まされやすい」という現実

• 「投資教育」と言うより、少なくとも搾取から身を守る教育



2. 「環境に依存せずに成⾧できる力」の獲得と生成AIの役割
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• 「考える主体が子ども自身である」前提において、生成AIは、「自立を支える道具」として、知識格
差を縮め、学習機会を拡張し、意思決定の質を高める、「強力な環境代替装置(※)」になる

考える力

③

②

自己を保つ力①

能力#

• 仮説検証の相手
• 視点の切り替え
• 「なぜ?」を掘り下げる対話相手

• 感情の言語化支援
• 思考の整理（書き出し・構造化）
• 自己否定ループからの脱出補助

生成AIの役割

• 「慰めてもらう」のではなく自分の感情を
客観視する練習相手

補足

学び続ける力

• AIに感情を丸投げしない
• 「自分はどう感じているのか」を言語で入力できる

教育的到達目標

• AIの答えを評価・編集できる人間
• AIの出力を鵜呑みにしない
• AIの出力を比較する
• AIの出力を修正させる

• 学習計画の立案補助
• 分からない点の即時解説
• レベル調整された説明生成

• 家庭教師や塾がなくても自分専用の学
習環境を構築できる

• 「何を」「どの順で」「どこまで」学ぶかをAIと共同で
設計できる

⑤ 生き抜く実務能
力

• 契約書・規約の要約と危険点抽出
• 生活コストの試算
• 制度の存在の探索（奨学金・支援・給付）

• 「知らなかった」ことで損をしない
• 搾取構造を言語化できる

• 重要書類を「読まずに署名しない」
• AIを使って理解を補完できる

④ 人と関わる力
• 対人トラブルの事前シミュレーション
• メッセージ文面の添削
• 断り方・交渉の言語化練習

• 人間関係の代替ではない
• 人と関わる前の“準備室”• 感情的反応ではなく構造的に状況を捉えられる

⑥ 未来を描く力
• 職業・進路の探索
• 小さな仮説行動の設計
• 選択肢の比較整理

• 「夢を与える」のではなく選択肢を可視化
する

• 自分で問いを立て、AIを使って選択肢を調べ、最
終判断は自分で行う

次頁

※人的関係や社会制度を代替するものではなく、それらにアクセスするための認知的補助環境を指す



3. 「考える主体が子ども自身である」前提を満たす条件

• 自分の状態・課題・目的を言語化でき、解決にあたり、外部資源(人・制度・AI)を手段として選
択・評価・修正しながら用いることができ、最終的な判断と責任の所在を自分に置いている状態
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自己を保つ
力

①-1

能力#

感情と判断を切り離せる

前提を満たす条件

• これが欠けるとAIは思考補助ではなく、感情逃避装置にな
る

補足

• 不安・怒り・焦りを「今そう感じている」と認識できる
• 感情が強くても、即座に判断しない選択ができる

条件の詳細

①-2 自己否定せずに「分からない」と言え
る • これが欠けるとAIの出力を絶対視しやすくなる• 分からない＝無能ではない

• 助けを使うことを恥と感じない

考える力

②-1 問いを立てられる • これができない場合、AIは「答え製造機」になり、主体はAI
側に移る

• 何が分からないのか
• 何を決めたいのか
• 何が前提なのか

②-2 出力を評価できる • AIの出力に赤ペンを入れられることが重要
• これは本当に目的に合っているか
• 他の選択肢はないか
• 自分の条件に合うか

学び続ける
力

③-1 自分の理解度を把握できる（メタ認
知）

• 分かった「つもり」を検知できる
• 追加で調べる必要性を判断できる

③-2 学習を設計できる • これによりAIは「依存対象」ではなく「反復学習の伴走者」
になる

• 目標を小さく分解できる
• 試行 → 失敗 → 修正を前提にできる



4. 子どもの年代別能力目標の目安と生成AI利用
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①自己を保つ力
• 感情と判断を切り離せる(感情理解・感情

調整能力)
• 自己否定せずに「分からない」と言える(基

本的自己肯定感)

①自己を保つ力
• 感情と判断を切り離せる(感情理解・感情

調整能力)
• 自己否定せずに「分からない」と言える(基

本的自己肯定感)

②考える力
• 基本的な因果関係理解

②考える力
• 問いを立てられる(メタ認知)
• AIの出力を評価できる(出力に違和感を

持てる、複数の答えがあることを理解する)
• 基本的な因果関係理解

③学び続ける力
• 自分の理解度を把握できる(メタ認知)
• 反復学習を体験(仮説→試行→失敗→

修正を体験)

①自己を保つ力
• 感情と判断を切り離せる(感情理解・感情

調整能力)
• 自己否定せずに「分からない」と言える(基

本的自己肯定感)

②考える力
• 問いを立てられる(メタ認知)
• AIの出力を修正できる
• AIの出力を評価できる
• 因果関係理解

③学び続ける力
• 基礎学力の本質的理解
• AIを使用して理解を補完できる
• 反復を前提とした学習計画を設計

①自己を保つ力
• 感情と判断を切り離せる(感情理解・感情

調整能力)
• 自己否定せずに「分からない」と言える(基

本的自己肯定感)

②考える力
• 問いを立てられる(メタ認知)
• AIの出力を修正できる
• AIの出力を評価できる
• 因果関係理解

③学び続ける力
• 基礎学力の本質的理解
• AIを使用して理解を補完できる
• 反復を前提とした学習計画を設計

⑤生き抜く実務能力
• マネーリテラシー
• 生活リテラシー

④人と関わる力
• 健全な対人境界（バウンダリー）
• 信頼の段階的構築

⑥未来を描く力
• 小さな自己決定経験の積み重ね
• 「やりたいこと」は後から見つかるという理解

④人と関わる力
• NOと言える(健全な対人境界)

④人と関わる力
• 健全な対人境界（バウンダリー）

⑤生き抜く実務能力
• マネーリテラシー
• 生活リテラシー

④人と関わる力
• 健全な対人境界（バウンダリー）
• 信頼の段階的構築

⑥未来を描く力
• 小さな自己決定経験の積み重ね
• 「やりたいこと」は後から見つかるという理解

0～6歳 6～12歳 12～18歳 18～歳

生成AIを主体的に利
用可能になる目安
※能力の獲得状況は個人差が

あり、年代は前後する

以降は生成AIの伴走により、自己実現のための学習が加速する

大人が伴奏者となり、「考える主体性」の
獲得を促す（AIの使用は大人と一緒に）



Appendix. 教育の原則

• 原則①子どもの学びを支えるのは「信頼できる大人」の存在
• 親でなくてもよい（親に限らない）
• 1人でなくてもよい（複数人の支援者が機能しうる）
• ただし、子どもとの関係の質（安全感・一貫性）が重要で、誰でも良いわけではない

• 原則② 「自立＝孤立」ではないという理解
• 助けを使うことは能力の一部
• 支援制度を利用できる人こそ自立している
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※本Appendixの内容は、発達心理学・教育学・レジリエンス研究・トラウマインフォームドケア等の
学術的知見を基に整理したものです。



Appendix. 「考える主体性」を計る観察ポイント
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観察ポイント#

まず自分の考えを言葉にしてからAIを使う1

状況(※1)

AIの答えに違和感を覚えた経験がある2

AIの出力を短く直したことがある3

「この部分は自分の状況に合わない」と言える4

AIを使わずに考える時間も確保できる5

判断の理由を他者に説明できる6

結果が悪くても「AIのせい」にしない7

※1 突然完璧にできるようになるわけではなく、できたりできなかったりしながら、徐々にできるようになるのが普通です。
※2 本Appendixの内容は、発達心理学・教育学・レジリエンス研究・トラウマインフォームドケア等の学術的知見を基に整理したものです。


